
主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

１月現在で、１・２年生で１日の目標学習
時間（１年２.５時間以上、２年３時間以
上）に達している生徒は４０．６％（１年
４２％、２年３９％）であり、前期より減
少した。適正な量・質の課題の提示に努め
ていくことはもちろん、主体的に家庭学習
時間に取り組むための興味・関心を高める
授業改善を進めて行きたい。

【成果指標】
家庭学習時間が学年の目標値（１年
２時間、２年２．５時間）に達して
いる。

家庭学習時間が学年の目標値に達している
１・２年生のそれぞれの割合が
Ａ　６０％以上　　　Ｂ　５０％以上
Ｃ　４０％以上　　　Ｄ　４０％未満

Ｄの場合、改善
策を検討する。

家庭学習時間
調査により集
計する。

【努力指標】
限られ時間の中で効率的・効果的な
部活動を起こない、学習においても
効率的・効果的にできる工夫をす
る。

限られた時間の中で効率的・効果的な活動
に取り組んでいる部活動が
Ａ 90％以上　Ｂ 80％以上　Ｃ 70％以上
Ｄ 70％未満

Ｄの場合、改善
策を検討する。

部活動調査を
実施する。

【成果指標】
下校時間を遵守させることによっ
て、学習時間の確保とけじめある学
校生活を徹底していきたい。

下校時間を遵守している生徒が
Ａ 90％以上　Ｂ 85％以上　Ｃ 80％以上
Ｄ 80％未満

Ｄの場合、改善
策を検討する。

部活動調査を
実施する。

【成果指標】
生徒の英語による実践的コミュニ
ケーション能力が順調に伸長してい
る。

【成果指標】
生徒が自らの進路実現のためにどの
ような力が必要かを考え、主体的に
学習を進めている。

自らの学習について
(ｱ) 授業や課題以外に積極的に取り組み、
独自の学習にも取り組んでいる。
(ｲ) 授業や課題に積極的に取り組んでい
る。
(ｳ) 授業や課題には取り組むが、自らを高
めようとする努力や意識が足りない。
(ｴ) その場しのぎの学習が多く、極端に悪
い成績を取らないように勉強している。

令和元年度の合格者数は、難関大学７名、
金沢大学61名、国公立大学235名、現役合
格率は56.3％であった。制度変更の影響で
安全志向の生徒が多く、難関大学合格数は
激減したが、その分地元金沢大学合格数が
伸びた。国公立大学合格数と現役合格率は
近年20年で最高の数字であり、イウの項目
で昨年を上回っている。最後まで粘り強く
頑張ることが結果とは別に、次に繋がるこ
とを強く指導してきた成果もあり、中・後
期合格数も68名と多かった。

【成果指標】
ア 難関大学合格者数　   15名以上
イ 金沢大学合格者数     60名以上
ウ 国公立大学合格者数　200名以上

合格者数が
Ａ　ア・イ・ウの３指標すべてを達成
Ｂ　ア・イ・ウのうち、２指標を達成
Ｃ　ア・イ・ウのうち、１指標を達成
Ｄ　ア・イ・ウの３指標とも達成できず

生徒対象の後期学校評価アンケートにおい
て、３教科の肯定的な回答の平均は、
76.6％（英語77.7％、数学78.7％、国語
73.3％）であった。１、２年生のうちに自
分に合った学習スタイルについて考えて主
体的に学習に取り組む姿勢を身につけるこ
とにより、弱点克服の基本的な学習や得意
分野を伸ばす発展的な学習に取り組ませて
いきたい。

重点目標

高い志を持って進路
達成に向かう生徒を
育て、個々の生徒に
応じた進路志望を達
成する。

進路指導
教務
学年
教科

「進学校における部
活動」を追求し、学
校として生徒が学習
と部活動を両立でき
るよう配慮し、かつ
指導を徹底してい
る。

すべての部活動が原則平日１日、土日１日
の休養日を設定している。生徒の７２％
（保護者の７４％）が「効果的・効率的な
活動に取り組んでいる」と回答している。
また、下校時間を遵守している生徒が８
９％であった。

(ｱ)＋(ｲ)の合計
が
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｄの場合、改善
策を検討する。

学校評価(生
徒)等で調査
する。

Ｄの場合、進学
指導体制を見直
し、改善策を検
討する。

合格実績で集
計する。

Ｄの場合、改善
策を検討する。

生徒指導
学年

各部顧問

１２月のＧＴ
ＥＣの結果で
集計する。

国際社会において必
要不可欠な英語によ
るコミュニケーショ
ン能力を身に付けよ
うとする態度を育成
する。

NSH推進
外国語科

Dの場合、改善
策を検討する。

授業評価で調
査する。

授業や総合的な学習/
探究の時間等の活動
を通して、生徒が主
体的に課題解決に取
り組む姿勢を育む。

進路指導
NSH推進
教務
学年
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具体的取組
生徒の思考力、判断
力、問題解決能力、
表現力の育成を目指
し、授業力の向上を
図る。

昨年度後期授業評価において、５項目にお
けるＡ評価の平均は54.8％であった。内訳
は、「ねらい」58.2％、「熱意や工夫」
59.9％、「説明や指示」54.7％、「考えさ
せる場面」59.7％、「興味・関心」42％で
ある。

授業評価において、「授業のねらい」「教
員の熱意や工夫」「説明や指示」「考えさ
せる場面」「興味・関心が高まる」の５項
目におけるＡ評価の平均が
Ａ　５５％以上　　　Ｂ　５０％以上
Ｃ　４５％以上　　　Ｄ　４５％未満

【努力指標】
全教員の授業評価において、左記項
目のA評価を増やす。

２年次１２月に受検するＧＴＥＣにおい
て、ＣＥＦＲ－Ｊの基準で、Ａ２．２以上
の成績を収めた生徒の割合が、
Ａ　４０％以上　　　Ｂ３０％以上
Ｃ　２０％以上　　　Ｄ２０％未満

英語による実践的コミュニケーション能力
の育成を図り、定着度の指標としてＧＴＥ
Ｃを定期的に受検している。また大学入試
で、GTEC-CBTを活用する生徒が増加傾向に
ある。

教務課
全教員

1 ①国際社会に貢献する人
材の育成を主眼とし
て、高い志を掲げ、そ
の実現に向け主体的に
努力でき、難関国公立
大学等、志望する大学
に果敢にチャレンジす
る生徒を育てる。

②

③

④

⑤



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

読書量調査に
より集計す
る。

学校評価等で
調査する。

学校評価等で
調査する。

Ｄの場合、改善
策を検討する。

（生徒用）
本校は悩み（学習・人間関係・いじめ・部
活動・健康状態など）を相談しやすい。
(ア)とてもよくあてはまる
(イ)ほぼあてはまる
(ウ)あまりあてはまらない
(エ)あてはまらない
(オ)わからない
（教員用）
相談課と各課・学年・関係委員会とが連携
し、悩みある生徒の早期発見と対策がとら
れている。
(ア)とてもよくあてはまる
(イ)ほぼあてはまる
(ウ)あまりあてはまらない
(エ)あてはまらない
(オ)わからない

学校評価等で
調査する。

（生徒用）
（ｱ）+(ｲ）の％
が
Ａ 70％以上
Ｂ 60％以上
Ｃ 50％以上
Ｄ 50％未満
（教員用）
(ｱ)の％が
Ａ 60％以上
Ｂ 50％以上
Ｃ 40％以上
Ｄ 40％未満
Ｄの場合、改善
策を検討する。

（生徒用）
学校評価（生
徒）で調査す
る。

（教員用）
学校評価（教
員）で調査す
る。

各課や学年が連携を
密にすることによっ
て、生徒が悩み（学
習・人間関係・部活
動など）が深刻化
し、不登校にならな
いように、相談しや
すい環境を整える。

相談
生徒指導

保健
学年

【成果指標】
あいさつにより元気で活力ある学校
づくりと品位ある頭髪・服装を目指
して指導する。

生徒は自転車に乗車する際、交通ルールを
(ア)いつも守っている
(ｲ)だいたい守っている
(ウ)あまり守っていない
(エ)ほとんど守っていない

挨拶の(ｱ)+(ｲ)
の合計が
Ａ 80％以上
Ｂ 70％以上
Ｃ 60%以上
Ｄ 60％未満
頭髪・服装の
(ｱ)+(ｲ)の合計
が
Ａ 95％以上
Ｂ 90％以上
Ｃ 85%以上
Ｄ 85％未満
Ｄの場合、改善
策を検討する。

【成果指標】
（生徒用）
生徒が悩み（学習・人間関係・
いじめ・部活動・健康状態など）に
ついて学校に気軽に相談することが
できる。

（教員用）
問題の早期発見のため、悩みある生
徒の発するサインを見逃さず、対応
することを意識している。

交通安全教室、自転
車マナー・ルール検
定、街頭指導等を通
して交通ルール遵守
の指導を行う。

生徒指導
総務

自転車による交通事故件数が多い。また、
生徒による交通マナー違反も多いため、集
会や配布物によって注意喚起を促してき
た。
交通ルールについて「いつも守っている」
と回答した生徒が６４％、「だいたい守っ
ている」が３２％であった。
今年度も生徒、保護者、教職員が協力した
交通安全啓発活動に取り組み、生徒の交通
安全遵守の意識を高めていきたい。

(ｱ)の％が
Ａ 60％以上
Ｂ 55％以上
Ｃ 50％以上
Ｄ 50％未満

Ｄの場合、改善
策を検討する。

命にかかわることであるため、交通
事故０件を目指して、交通ルールを
遵守する取り組みや指導を行う。

面談等を通して、生
徒が主体的に自分の
生活や時間の使い方
を振り返る、自律の
態度を育成する。

スマートフォン使用時間が１時間以内の生
徒が３６％であった。前年度より使用時間
についての改善がみられた。
家庭で使用する際のルールを決めていない
生徒が７０％と多い。

生徒指導
学年

幅広い読書を意欲的
に行うことで思考と
情操を深め、自らの
人格形成に活かす生
徒の育成を図る。

① 登下校指導、街頭指
導、挨拶運動を通し
て規範意識を向上さ
せる。

石川県立金沢桜丘高等学校　No２

生徒指導
総務

「積極的に挨拶をしている」については、
「よくあてはまる」と「ほぼあてはまる」
の合計が生徒は８８％、保護者は６９％で
あり、平均７９％となった。
また、「きちんとした頭髪。服装をしてい
る」については、「よくあてはまる」と
「ほぼあてはまる」の合計が生徒と保護者
ともに９６％であった。
挨拶、服装ともに昨年度より改善されてい
る。

・積極的に挨拶をしていることについて
(ア)よくあてはまる
(イ)ほぼあてはまる
(ウ)あまりあてはまらない
(エ)あてはまらない

・きちんとした頭髪・服装をしている
(ア)よくあてはまる
(イ)ほぼあてはまる
(ウ)あまりあてはまらない
(エ)あてはまらない
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Ｄの場合、改善
策を検討する。

各課や学年が連携を密にすることによっ
て、生徒が悩み（学習・人間関係・部活動
など）が深刻化し、不登校にならないよう
に、相談しやすい環境を整える。

図書
学年

【成果指標】
スマートフォンについては学年集会
や担任による面談等で生徒に働きか
け、学習に効果的な使い方などに工
夫できるよう自律の態度を育成す
る。

学習以外でのスマートフォンの使用時間が１日１
時間以内であるという生徒が
Ａ ５０％以上
Ｂ ４０％以上
Ｃ ３０％以上
Ｄ ３０％未満

一冊以上本を読んだ生徒の割合が
Ａ　５０％以上　　　　Ｂ　４０％以上
Ｃ　３０％以上　　　　Ｄ　３０％未満

令和元年度は、６月の１ヶ月間に一冊以上
本を読んだ生徒も割合は28.0％、９月は
54.2％、２月は28.7％（休校のため調査
データは２年生のみ）で、平均値は36.7％
であった。（平成３０年度の調査結果は
22.0％であった。）

【成果指標】
一冊も本を読まない生徒を減らし、
読書に親しむ姿勢を身につけさせ
る。

2
重点目標 具体的取り組み

②

③

④

⑤

校訓「質実剛健」を不
易のものとし、挨拶や
感謝の心、規範意識や
いじめを許さない姿勢
など人としての基本を
身に付けた、心身とも
にたくましい生徒を育
てる。



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

学校評価(教
員)で調査す
る。

取り組んだ研修の成果を教育活動の充実に
役立てることができた
(ｱ)よくあてはまる
(ｲ)ほぼあてはまる
(ｳ)あまりあてはまらない
(ｴ)あてはまらない

(ｱ)＋(ｲ)の合計
が
９０％以上　Ａ
８０％以上　Ｂ
７０％以上　Ｃ
７０％未満　Ｄ

Ｄの場合、分析
および改善の検
討を行う。

学校評価(教
員)で調査す
る。

石川県立金沢桜丘高等学校　No３

校内研修会をより充
実させ、今日的教育
課題の理解とそれに
対応しうる教員の資
質を高めるととも
に、若手教員早期育
成プログラムを計画
的に実施する。

昨年度は、授業での利用を目的としたタブ
レット研修や生徒対応カウンセリング研修
など校内研修を行った。教員対象の学校評
価アンケートにおいて「よくあてはまる」
「ほぼあてはまる」の合計は９６％であり
内訳はそれぞれ(ア)が３０％、(イ)が６
６％であった。

教務
進路指導

保健
相談

Ｄの場合、改善
策を検討する。

部活動加入状
況を集計す
る。

(ｱ)が
Ａ　４０％以上
Ｂ　３０％以上
Ｃ　２０％以上
Ｄ　２０％未満

Ｄの場合、改善
策を検討する。

部活動に加入している生徒の割合が
Ａ 90％以上
Ｂ 85％以上
Ｃ 80％以上
Ｄ 80％未満

【成果指標】
保護者等が生徒及び学校への理解を
深めるため、学校が企画する行事に
積極的に参加する。

総務
教務

生徒指導
学年
情報

昨年度の３Ｓ歩行では、保護者の参加協力
者（協力者会議も含める）は８５６名、一
般公開した桜高祭には１１１０名が訪れ、
他のＰＴＡ総会等の学校行事を含め、４３
３２名余りの保護者・地域の方に来校いた
だいた。また、ホームページの年間アクセ
ス件数も３６万件を越えており、保護者の
みならず、地域の方、本校受検を考える中
学生などが大きな関心を持って本校を注視
していることがわかる。今年度は百周年を
迎えれるので、これまで以上に保護者等と
のつながりを大切にしていきたい。 【成果指標】

本校ホームページをこまめに更新
し、アクセス数を増やす。

業務を細部まで見直
し、会議や組織の運
営、業務遂行の効率
化、教職員の意識改
革を進めることによ
りワークライフバラ
ンスをとり教育活動
の向上に努める。

教務
生徒指導
全教職員

【努力指標】
ワークライフバランスを意識し
て、生徒に対する時間を確保し、
定時退校ウイーク、部活動休養日
等により時間外勤務を８０時間未
満とする。

本校の教育活動に参
加する保護者、地域
の方々及び同窓生
（保護者等）を増や
すことによって、生
徒の活動の様子を直
に見てもらい、家庭
及び地域と学校との
連携を更に深める。

部活動の活性化を通
して、生徒が誠実に
学校生活に取り組む
とともに、自主性や
自立心の育成を図
る。

生徒指導
各部顧問

部活動の加入状況について、運動部は男子
69.8％、女子38.6％で合計54.4％であっ
た。
また、文化部は男子9.7％、女子47.3％で
合計28.3％であった。
運動部と文化部を合わせた部活動加入状況
は1年生92.5％、2年生86.9％、3年生
68.4％で全体としては82.7％であった。

【成果指標】
部活動の活性化を通して、文武両道
を実践する中で、生徒の自主的な取
り組みと自立心の育成を目指した
い。

各課・各学年が連携を密にし、会議の効率
化や分掌業務の見直しを行う中で、各教員
の生徒と向き合う時間を確保することに努
めている。

全教職員 【努力指標】
教職員の共通理解のもと副主任の役
割を明確化し、業務の平準化を促進
させ、より組織的な学校運営を進め
る。

【満足度指標】
研修に取り組むことにより専門性と
指導力が高まり、さらに、若手教員
早期育成プログラムの計画的な実施
により、以後の教育活動に役立てる
ことができたと感じられる。

校長が示すビジョン
とリーダーシップの
もと、全教職員が組
織的に協力し合いな
がら学校運営がなさ
れている。
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高い目標を掲げ文武両道の推進する中で
教職員に求められる業務が多種多様であ
り量的な負担も大きい。組織運営・教職
員の働き方の改善に対する意識を高め、
より効果的な教育活動を実践する必要が
ある。

重点目標 具体的取り組み
①

②

業務の平準化に向けた取り組みがなされ、
組織的な学校運営が進められている。
(ｱ)よくあてはまる
(ｲ)ほぼあてはまる
(ｳ)あまりあてはまらない
(ｴ)あてはまらない

時間外勤務時間を昨年度より減少させる
ことができた
(ｱ)よくあてはまる  (ｲ)ほぼあてはまる
(ｳ)あまりあてはまらない (ｴ)あてはまら
ない
(ｱ)＋(ｲ)の合計が
Ａ  ９０％以上　 　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　   Ｄ  ７０％未満

Dの場合、評価
が低いと判断
し改善策を検
討する。

学校評価(教
員)で調査す
る。

本年度、下記の本校学校行事に参加した保
護者の延べ人数が
Ａ　4500名以上　　Ｂ　4300名以上
Ｃ　4000名以上　　Ｄ　4000名未満

行事   ＰＴＡ総会、桜高祭、学校公開、
       進路説明会、３Ｓ歩行、入学式、
　　　 卒業式、学校訪問（中学校PTA）

年間を通じての本校ホームページへのアク
セス数が
Ａ　４０万件以上　　Ｂ　３５万件以上
Ｃ　３０万件以上　　Ｄ　３０万件未満

Ｄの場合、学校
行事の内容やＰ
Ｒ方法を検討す
る。

Ｄの場合、改善
策を検討する。

各学校行事の
際の来校者実
績で集計す
る。

アクセスの実
績で集計す
る。

③

④

3 校是「文武両道」を実
践するため、教職員の
共通理解のもと、生徒
の主体性、自己肯定感
を高め、明るく活気が
あり、地域から信頼さ
れる学校づくりに努め
る。

4 組織運営・教職員の働
き方の改善に対する意
識を高め、時間外勤務
時間が８０時間を超え
ないように、より効果
的な教育活動を実践す
る。

①


